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杉
村
画
伯
は
、
戦
後
塩
竈
に
住
み
、
市
場
に
水

揚
げ
さ
れ
た
魚
や
風
情
の
あ
る
港
町
の
風
景
に
魅

せ
ら
れ
、
数
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。
黒

を
基
調
と
し
た
独
自
の
画
風
を
持
つ
静
物
画
で
、

「
静
物
学
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

開
館
記
念
特
別
展
で
は
、
静
物
画
の
ほ
か
に
、

昭
和
８
年
の
第
一
回
東
北
美
術
展
（
河
北
美
術

展
）
で
河
北
賞
を
受
賞
し
た
「
婦
人
像
」
な
ど
も

展
示
し
ま
す
。

　

ア
ト
リ
エ
再
現
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
画
材
と
し
て

集
め
ら
れ
た
ラ
ン
プ
や
人
形
な
ど
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

杉
村
惇
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

〜
新
た
な
文
化
発
信
の
拠
点
〜『
塩
竈
市
杉
村
惇
美
術
館
』が
開
館

「
塩
竈
市
杉
村
惇
美
術
館
」
が
11
月
23
日
開
館
し
ま
し
た
。

　
美
術
館
で
は
、
杉
村
惇
画
伯
の
洋
画
が
常
設
展
示
さ
れ

る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
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▲杉村　惇画伯

▲アトリエ再現

▲

塩竈市本町8-1

御釜神社

←至鹽竈神社

第一小学校

塩竈市杉村惇美術館
公民館本町分室

旧ゑびや旅館

■塩竈市杉村惇美術館開館記念特別展
　杉村惇の世界～静謐な黒の世界～
と　き　開催中～平成27年1月25日㈰
観覧料 (特別企画展・常設展セット)
　　　　一般500円 大学生・高校生400円
　　　　中学生以下は無料
　　　　※20人以上で団体割引あり
次回の特別展（3月7日～4月5日）では、
市民の方が所蔵する杉村作品を展示しま
す。杉村作品を所蔵されている方は、美術
館にご連絡ください。

■記念講演会「洋画家杉村惇の世界」
と　き　12月7日㈰14:00～
講　師　有川幾夫さん（宮城県美術館館長）
※入場無料ですが、申し込み必要。

■名誉館長・杉村豊ギャラリートーク
と　き　12月6日㈯ 14:00～
　　　　12月7日㈰ 11:00～
ところ　常設展示室
※申込不要。当日会場にお越しください

美術館イベント

せいひつ

67

　「塩竈市美術展」が11月11日～16日、ふれあいエスプ
塩竈で開催されました。
　洋画55点、日本画20点、書道48点の中から厳正な審査
の結果、「塩竈市美術展賞」に洋画・本郷貞子さん（仙台
市）、日本画・新藤圭一さん（仙台市）、書道・下野美紀
さん（塩竈市）の作品が選ばれました。

本郷　貞子　村山　紀美　中田シュナ
久保　未広　渋谷　久子　長岡　桜子
菊地　　宏　木見尻郁弥　（以上仙台市）
米谷　泰洋　後藤　俊彦　中嶋　満枝
　　　　　　　　　　　　（以上塩竈市）　
佐藤　京子　橋本　　浩　伊藤　亜美
　　　　　　　　　　　　（以上多賀城市）
三條　順子（石巻市）　　鈴木　萌木（岩沼市）
蒔田　　来（柴田町）　　兼平　礼子（亘理町）　
兵藤　則雄（七ヶ浜町）　新出　安政（利府町）

新藤　圭一　佐藤　黄英　北村　静子
藤田　裕美　河野　尚枝　高橋　哲子
　　　　　　　　　　　　（以上仙台市）
青木陽一郎（塩竈市）　　丹野あき子（松島町）

下野　美紀　氏家　蓉花　伊藤　美相
佐藤　茜祥　佐々木花径　黒木　恵水
佐々木喜順　　　　　　　（以上塩竈市）
大里　順風　近藤　深雪　金田　泰山
　　　　　　　　　　　　（以上多賀城市）　
平井　彩花　鎌田　木香　（以上仙台市）
鈴木　　孝（名取市）　　佐々木晶香（大崎市）
伊藤　　恵（利府町）

受賞者の皆さん
（敬称略・順不同）
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塩竈市美術展賞（書道）受賞コメント
下野美紀さん（塩竈市）

▲塩竈市美術展賞(書道)
作品「大宮エリーの詩から」

　震災後、自分に何ができるだろうと
考えたとき、生まれ育った塩竈で作品
を発表すること。そして作品を見てい
ただいた方々の心に何か伝えることが
出来たら…と想いを込めて作品を書き
ました。今回の受賞を励みに、これか
らも見る人の心に残るような作品を書
き続けていきたいと思います。


